生活学科学生の多元的知能の独立性(2) by 田中 裕 et al.
生活学科学生の多元的知能の独立性(2)












が､ 1983年にアメリカのガードナーによって提唱された分類がよく知られている [２]｡ 彼は最
初に３つの視点にたって分類した｡
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要 約
多元的知能理論は人間の知能が独立であることを主張している｡ この研究は昨年度の報告 [１] に引
き続き､ ８つの知能がどの程度独立であるかを短大生活学科学生について調べたものである｡ ８つの













に転換させることができる知能である｡ この知能には色､ 線､ 姿､ 形､ 距離､ 場所などの要素
と､ それらが複合的に関連したものに対しても､ 敏感に反応できることが必要である｡ 漁師､
自然観察のガイド､ デザイナー､ 建築家､ 画家などに必要な知能である｡ 第４は身体運動知能
である｡ 自分の体の動きをコントロールでき､ ものを巧みに使いこなせる知能である｡ スポー
ツをすることが好き､ 手で何かを作ることが好きな人はこの知能が優れている｡ 第５は音感知











の教育の中で独立性を議論している [４]｡ 日本でもこの考えはかなり広がっているが､ 独立性
を数値で調べた報告は見つからなかった｡ また子供への議論は多いが､ ある程度成長した大学




































































































































































































































































































































アンケートの回収数は87 (昨年98) である｡ 表２は学生が選んだ質問を多い順に並べたもの
である｡ 昨年の順位も同様に示している､ 多少の順位の変動があるが､ 大きくは変わっていな
い､ 例えばベスト10に選ばれた質問は昨年と同じである｡ 順位の変動の絶対値の平均は53で
あり全体の数80に対して67％であり､ 大きな変動は無いと見てよい｡ ちなみに一番変動があっ




















































































知能別の得票数では2009年度､ 2010年度とも音感知能､ 人間関係形成知能が多かった｡ つい
で空間知能､ 自己観察管理機能､ 身体運動知能の３つが続く点では昨年と同じであったが､ こ
の３つの中の順序では少し異なっていた｡ 昨年は身体運動知能､ 空間知能､ 自己観察管理知能



















実際の値102 (昨年942) はこれよりかなり大きい｡ したがって強い相関は無いにしても､ 知
能の間になんらかの関係があることは推定できる｡ 知能は独立した面があるとしても､ 全体と
してシステムを構築しているからある程度の相関は当然予想される｡






























































































































































































































































図２ 相関の低い関係 左 2010年 右 2009年
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